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１．組織の概要

1

・事業所名および代表者名 株式会社サニックス 代表取締役　宗政　寛

・会社設立年月日 1978年（昭和53年）9月

・資本金 140億4,183万円

・所在地

1 環境資源開発事業本部 東京都港区虎ノ門１丁目2-8  虎ノ門琴平ﾀﾜｰ 19F

2 多賀城工場 宮城県多賀城市宮内2丁目3-3

3 新潟工場 新潟県新潟市北区島見町2386-8

4 福島工場 福島県本宮市荒井字恵向121-43

5 ひたちなか工場 茨城県ひたちなか市山崎88

6 太田工場 群馬県太田市西新町125-5

7 真岡工場 栃木県真岡市鬼怒ヶ丘18-6

8 袖ヶ浦工場 千葉県袖ヶ浦市南袖9-3

9 富士工場 静岡県富士市五貫島1367-1

10 岡崎工場 愛知県岡崎市下青野町字川原崎18-1

11 鈴鹿工場 三重県鈴鹿市御薗町鎌田3600-33

12 日野工場 滋賀県蒲生郡日野町大字奥之池渡り山565-13

13 姫路工場 兵庫県姫路市網干区浜田1223-27

14 笠岡工場 岡山県笠岡市港町1-26

15 広島工場 広島県廿日市市峠245-58

16 ひびき工場 福岡県北九州市若松区響町1丁目1-8

・環境管理責任者及びエコアクション２１担当者連絡先

（環境管理責任者）

取締役　常務執行役員　環境資源開発事業本部長 武井　秀樹 TEL 03-5501-7005

（エコアクション21担当者）

環境資源開発事業本部　課長 安野　正浩 TEL 03-5501-7005

・事業活動内容

産業廃棄物の収集運搬及び処分（中間処理）

・事業規模

売上高 （2022年3月期） 全社　 456億27百万円

（別紙１参照） （ 環境資源開発事業本部 　123億34百万円 ）

・組織図 （別紙２参照）

住所組織名



１．組織の概要　【別紙1：事業規模】

2

2022年4月～6月

従業員数 延床面積 一般廃棄物 産業廃棄物 一般廃棄物 産業廃棄物

(名) (㎡) (t) (t) (t) (t)

1 環境資源開発事業本部 88 755.01 - - - -

2 多賀城工場 35 14,797.20 0 0 0 5,911

3 新潟工場 29 9,807.60 0 0 8 3,535

4 福島工場 37 10,579.80 0 296 0 4,787

5 ひたちなか工場 31 4,451.70 0 326 0 3,173

6 太田工場 44 14,635.50 0 321 0 7,185

7 真岡工場 49 13,110.90 0 358 0 7,631

8 袖ヶ浦工場 30 5,979.60 0 0 0 3,671

9 富士工場 31 10,781.10 0 168 0 4,021

10 岡崎工場 24 10,276.20 0 0 0 2,753

11 鈴鹿工場 28 11,642.40 0 68 0 3,261

12 日野工場 26 6,897.00 0 0 0 2,528

13 姫路工場 18 5,557.20 0 0 0 3,073

14 笠岡工場 27 9,820.80 0 213 0 3,268

15 広島工場 25 17,991.60 0 472 0 4,218

16 ひびき工場 68 62,561.40 0 0 0 25,679

合計 590 209,645.01 0 2,222 8 84,694

組織名

処分量収集運搬量



１．組織の概要　【別紙２：組織図】

3

2022年6月1日現在



２．許可内容一覧　【許可取得一覧表（処分業）】

4

一般廃棄物－処分業

廃

プ

ラ

福島工場  安達地方広域行政組合（福島県） 第２０７号 2024年03月31日 〇

太田工場 群馬県太田市 第１２号 2024年03月31日 〇

 一般廃棄物ー処理施設設置許可

廃

プ

ラ

紙

く

ず

繊

維

く

ず

金

属

く

ず

ガ

ラ

陶

多賀城工場 宮城県 第96号 2021年02月19日 〇 〇 〇 〇 〇

新潟工場 新潟県新潟市 新保環指令第15-5号 2003年07月25日 〇

広島工場 広島県 第213A06号 2008年03月14日 〇

工場名
許可を受けた

都道府県等
許可番号 有効年月日

品目

工場名
許可を受けた

都道府県等
許可番号 許可年月日

品目

産業廃棄物－処分業 2022年12月6日現在

汚

泥

廃

油

廃

酸

廃

ア

ル

カ

リ

廃

プ

ラ

紙

く

ず

木

く

ず

繊

維

く

ず

動

植

物

性

残

渣

ゴ

ム

く

ず

金

属

く

ず

ガ

ラ

陶

多賀城工場 宮城県 第00424002851号 2001年06月19日 2026年08月31日 ○ ○ ○ ○ ○

新潟工場 新潟県新潟市 第05922002851号 2002年08月27日 2027年08月26日 ○ ○ ○ ○

福島工場 福島県 第00720002851号 2003年01月15日 2023年01月14日 ○ ○ ○ ○

ひたちなか工場 茨城県 第00821002851号 1999年04月15日 2024年04月14日 ○ ○

太田工場 群馬県 第01020002851号 2000年12月01日 2025年11月30日 ○ ○

真岡工場 栃木県 第00920002851号 2001年05月24日 2026年05月23日 ○ ○ 〇 〇

袖ヶ浦工場 千葉県 第01220002851号 1999年06月02日 2024年06月01日 ○

富士工場 静岡県 第02221002851号 2002年04月10日 2027年04月09日 ○ ○ ○ ○ ○ 〇

岡崎工場 愛知県岡崎市 第10520002851号 1999年04月23日 2024年04月22日 ○ ○ ○ ○

鈴鹿工場 三重県 第02423002851号 2001年05月29日 2026年05月28日 ○ ○ ○ ○ 〇

日野工場 滋賀県 第02521002851号 1999年12月20日 2024年12月19日 ○

姫路工場 兵庫県姫路市 第07023002851号 2000年09月20日 2025年09月19日 ○

笠岡工場 岡山県 第03324002851号 2000年06月27日 2025年06月26日 ○ ○ ○ ○

広島工場 広島県 第03421002851号 2002年03月29日 2027年03月28日 ○ ○ ○

ひびき工場 福岡県北九州市 第07620002851号 1994年05月30日 2024年05月29日 〇 〇 〇 〇 〇 〇

特別管理産業廃棄物－処分業

廃

酸

廃

ア

ル

カ

リ

ひびき工場 福岡県北九州市 第07670002851号 1994年05月30日 2024年 5月29日 〇 〇

品目

有効年月日許可番号
許可を受けた

都道府県等
工場名 取得年月日

※廃プラ=廃プラスチック類

※ガラ陶=ガラスくず・コンクリートくず及び陶磁器くず

工場名
許可を受けた

都道府県等
許可番号 有効年月日

品目

取得年月日



２．許可内容一覧　【許可取得一覧表（収集運搬業）】

5

一般廃棄物－収集運搬業

廃

プ

ラ

安達地方広域行政組合（福島県） 第１４７号 2024年 3月31日 〇

許可を受けた

都道府県等
許可番号 有効年月日

品目

産業廃棄物－収集運搬業 2022年12月6日現在

燃

え

殻

汚

泥

廃

油

廃

酸

廃

ア

ル

カ

リ

廃

プ

ラ

紙

く

ず

木

く

ず

繊

維

く

ず

残

渣

ゴ

ム

く

ず

金

属

く

ず

ガ

ラ

陶

が

れ

き

類

ば

い

じ

ん

ダ

ス

ト

類

岩手県 第00300002851号 2009年10月21日 2024年10月20日 ○

宮城県 第00414002851号 2009年09月09日 2024年09月08日 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

秋田県 第00506002851号 2012年10月01日 2027年09月30日 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

山形県 第00609002851号 2009年09月15日 2024年09月14日 ○

福島県 第00707002851号 2009年09月18日 2024年09月17日 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

茨城県 第00801002851号 2009年05月12日 2024年05月11日 ○ ○ ○ 〇 ○ 〇

栃木県 第00900002851号 2009年10月19日 2025年03月31日 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

群馬県 第01000002851号 2009年04月10日 2024年04月09日 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

埼玉県 第01102002851号 2009年09月15日 2024年09月14日 ○

千葉県 第01200002851号 2009年09月17日 2024年09月16日 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

東京都 第01300002851号 2009年09月28日 2024年09月27日 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

神奈川県 第01401002851号 2009年09月03日 2024年09月02日 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

新潟県 第01509002851号 2008年12月24日 2023年12月23日 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

福井県 第01801002851号 2009年07月27日 2024年07月26日 ○ ○

山梨県 第01900002851号 2009年08月13日 2024年08月13日 ○ ○

長野県 第02009002851号 2009年08月31日 2024年08月30日 ○ ○

岐阜県 第02100002851号 2009年08月05日 2024年08月04日 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

静岡県 第02201002851号 2009年09月15日 2024年09月14日 ○ ○ ○ ○

愛知県 第02300002851号 2005年05月12日 2025年05月11日 ○ ○ ○ ○

三重県 第02403002851号 2004年07月13日 2024年07月12日 ○ ○

滋賀県 第02501002851号 2009年10月02日 2024年10月01日 ○ ○

京都府 第02600002851号 2009年10月05日 2024年10月04日 ○ ○

大阪府 第02700002851号 2009年09月07日 2024年09月06日 ○ ○

兵庫県 第02806002851号 2008年09月30日 2023年09月29日 ○ ○

奈良県 第02900002851号 2009年10月01日 2024年09月30日 ○ ○ ○

鳥取県 第03101002851号 2009年07月29日 2024年07月28日 ○ ○

島根県 第03200002851号 2009年07月22日 2024年07月21日 ○ ○

岡山県 第03304002851号 2004年02月03日 2024年02月02日 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

広島県 第03411002851号 2003年10月31日 2023年10月30日 ○ ○ ○ ○

山口県 第03500002851号 2004年03月05日 2024年02月08日 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

香川県 第03709002851号 2009年10月01日 2024年09月30日 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

福岡県 第04000002851号 1996年06月06日 2026年06月05日 ○ ○ ○ ○ ○

佐賀県 第04103002851号 2001年09月12日 2026年09月11日 ○ ○ ○ ○ ○

長崎県 第04200002851号 1997年06月27日 2027年06月26日 ○ ○ ○ ○ ○

熊本県 第04305002851号 2007年02月28日 2027年02月27日 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

大分県 第04408002851号 2004年08月23日 2024年08月22日 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

※ガラ陶=ガラスくず・コンクリートくず及び陶磁器くず

取得年月日
許可を受けた

都道府県等
許可番号 有効年月日

品目

※廃プラ=廃プラスチック類



３．車両一覧

6

＜運搬車＞ 2022年6月30日現在

車種 積載量(kg) 全長(cm) 全幅(cm) 全高(cm) 台数（台）

アームロール車 3,600 589 219 242 1

アームロール車 3,650 587 221 244 2

アームロール車 3,800 584 223 260 1

アームロール車 3,800 606 219 246 1

アームロール車 3,850 587 220 241 1

アームロール車 3,900 586 220 240 1

アームロール車 4,150 599 221 260 1

アームロール車 5,900 630 229 250 1

アームロール車 12,000 1118 249 310 1

ウィング車 13,300 1199 249 377 1

ウィング車 13,400 1199 249 375 1

ウィング車 13,600 1199 249 376 1

パッカー車 1,900 711 219 265 1

パッカー車 2,700 648 210 272 1

バン 450 439 169 150 1

バン 1,000 469 169 199 1

パープロ車 2,820 609 220 256 1

パープロ車 10,200 1156 249 328 1

総計 19

＜産業廃棄物収集運搬業の用に供する運搬車に係る低公害車の導入の状況＞

１．産業廃棄物収集運搬業の用に供する運搬車に係る低排出ガス車の導入状況

台数（台） 割合

平成12年基準適合／排出ガス PM75%低減ディーゼル車☆☆☆ 1 5.3%

平成17年基準適合／排出ガス 75%低減車☆☆☆ 1 5.3%

平成17年基準適合／排出ガス50%低減車☆☆☆ 1 5.3%

平成17年規制適合車 1 5.3%

平成21年基準適合／排出ガス10%低減車☆ 2 10.5%

平成22年規制適合／排出ガス10%低減車☆ 3 15.8%

平成28年規制適合車 5 26.3%

２．産業廃棄物収集運搬業の用に供する運搬車に係る低燃費車の導入状況

台数（台） 割合

平成27年度燃費基準10%向上達成車 4 21.1%

平成27年度燃費基準25%向上達成車 1 5.3%

平成27年度燃費基準5%向上達成車 3 15.8%

平成27年度燃費基準達成車 4 21.1%

運搬車の排ガスレベル

運搬車の燃費低減レベル



４．処理工程　【中間処理施設1】

7

処理施設概要

施設名 施設の種類 廃棄物の種類 処理能力

多賀城工場 破砕 廃プラスチック類 300t/日

紙くず 257t/日

繊維くず 102t/日

金属くず 300t/日

ガラスくず・コンクリートくず及び陶磁器くず 300t/日

新潟工場 破砕 廃プラスチック類 150t/日

紙くず 150t/日

繊維くず 50t/日

ガラスくず・コンクリートくず及び陶磁器くず（グラスウールに限る） 150t/日

福島工場 破砕 廃プラスチック類 300t/日

紙くず 257.28t/日

繊維くず 102.72t/日

ガラスくず・コンクリートくず及び陶磁器くず（グラスウールに限る） 320.16t/日

ひたちなか工場 破砕 廃プラスチック類（軟質廃プラスチック類に限る） 50t/日

紙くず 50t/日

破砕 廃プラスチック類（硬質廃プラスチック類に限る） 40t/日

紙くず 40t/日

太田工場 破砕 廃プラスチック類 300t/日

紙くず 374t/日

真岡工場 破砕 廃プラスチック類 300t/日

紙くず 501.6t/日

繊維くず（廃畳に限る） 81.6t/日

ガラスくず・コンクリートくず及び陶磁器くず（廃グラスウールに限る） 676.8t/日

圧縮 廃プラスチック類 10.8t/日

紙くず 13.2t/日

袖ヶ浦工場 破砕（2軸） 廃プラスチック類 150t/日

破砕（1軸） 廃プラスチック類 150t/日

富士工場 破砕 廃プラスチック類 150.00t/日

ガラスくず・コンクリートくず及び陶磁器くず 428.00t/日

紙くず 128.00t/日

繊維くず 51.00t/日

圧縮梱包 廃プラスチック類 163.44t/日

金属くず 527.52t/日

ガラスくず・コンクリートくず及び陶磁器くず 466.80t/日

紙くず 140.16t/日

木くず 256.80t/日

繊維くず 55.92t/日

破砕・圧縮梱包 廃プラスチック類 150.00t/日

ガラスくず・コンクリートくず及び陶磁器くず 428.00t/日

紙くず 128.00t/日

繊維くず 51.00t/日

岡崎工場 破砕 廃プラスチック類 270t/日

紙くず 312.48t/日

繊維くず 205.68t/日

鈴鹿工場 破砕 廃プラスチック類 150t/日

紙くず 151t/日

木くず 204t/日

繊維くず 54t/日

ガラスくず・コンクリートくず及び陶磁器くず 108t/日

破砕 廃プラスチック類 150t/日

紙くず 151t/日

木くず 204t/日

繊維くず 54t/日

ガラスくず・コンクリートくず及び陶磁器くず 108t/日

ゴムくず 452.4t/日



４．処理工程　【中間処理施設2、積替え保管】

8

処理施設概要

施設名 施設の種類 廃棄物の種類 処理能力

日野工場 破砕（No1） 廃プラスチック類 150t/日

破砕（No2） 廃プラスチック類 120t/日

姫路工場 破砕 廃プラスチック類 300t/日

笠岡工場 破砕（二軸） 廃プラスチック類 150t/日

紙くず 150t/日

繊維くず 51t/日

ガラスくず・コンクリートくず及び陶磁器くず 435t/日

破砕（一軸） 廃プラスチック類 120t/日

紙くず 120t/日

繊維くず 42t/日

ガラスくず・コンクリートくず及び陶磁器くず 339t/日

広島工場 破砕 廃プラスチック類 150t/日

紙くず 128.64t/日

繊維くず 51.36t/日

ひびき工場 破砕 廃プラスチック類 1.8t/日

中和 廃酸 1,600㎥/日

廃アルカリ 1,600㎥/日

中和 廃アルカリ 100㎥/日

中和 特別管理産業廃棄物　廃酸 100㎥/日

特別管理産業廃棄物　廃アルカリ 100㎥/日

脱水 汚泥 600㎥/日

動植物性残渣 600㎥/日

脱水 汚泥 357㎥/日

動植物性残渣 67.2㎥/日

脱水 汚泥 357㎥/日

動植物性残渣 67.2㎥/日

脱水 汚泥 28.8㎥/日

油水分離 廃油 28.8㎥/日

【積替保管施設ごとの所在地、面積、保管する産業廃棄物の種類、保管上限量】

多賀城工場（積替保管施設）

設置場所 宮城県多賀城市宮内二丁目１０７番地

保管する産業廃棄物の種類
廃プラスチック類、紙くず、繊維くず、ガラスくず・コンクリートくず及び陶磁器く

ず、がれき類、

保管面積 16.5 ㎥

保管上限 2.0 ㎥

保管の高さ 2 m

広島工場（積替保管施設）

設置場所 広島県廿日市市峠245番地58

保管する産業廃棄物の種類
廃プラスチック類、紙くず、木くず、繊維くず、ゴムくず、金属くず、ガラスくず、

コンクリートくず及び陶磁器くず

保管面積 25.2 ㎥

保管上限 14.4㎥

保管の高さ 屋内保管



４．処理工程　【対象事業場毎の処理工程図】
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【事業場毎の処理工程図】 株式会社サニックス　太田工場

廃プラスチック類 破砕 フラフ燃料 売却（ボイラー燃料）

紙くず ※㈱サニックスエナジー

売却（製紙会社等）

売却（再生会社）

　

焼成（セメント会社等）

中間処理（焼却等）

最終処分（埋立）

廃プラスチック類、紙くず

⇨

排出事業者
株式会社サニックス　太田工場 処分委託先・売却

⇩

収集運搬業者

または自社運搬

【事業場毎の処理工程図】 株式会社サニックス　真岡工場

廃プラスチック類 破砕 フラフ燃料 売却（ボイラー燃料）

紙くず ※㈱サニックスエナジー

繊維くず

売却（製紙会社等）

廃プラスチック類 圧縮 売却（再生会社）

紙くず 　

焼成（セメント会社等）

中間処理（焼却等）

最終処分（埋立）

処分委託先・売却

⇩

収集運搬業者

または自社運搬

廃プラスチック類、紙く

ず、繊維くず（廃畳に限

る。）、ガラスくず・コン

クリートくず及び陶磁器く

ず（廃グラスウールに限

る。）

（当該産業廃棄物に石綿含

有産業廃棄物、水銀使用製

品産業廃棄物又は水銀含有

ばいじん等が含まれない）

⇨

ガラスくず・コンクリート

くず及び陶磁器くず

排出事業者
株式会社サニックス　真岡工場



５．対象範囲
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【対象事業所】

太田工場 群馬県太田市西新町125-5

真岡工場 栃木県真岡市鬼怒ヶ丘18-6

【対象外事業所】

（2023年に拡大予定）

多賀城工場 宮城県多賀城市宮内2丁目3-3

福島工場 福島県本宮市荒井字恵向121-43

富士工場 静岡県富士市五貫島1367-1

ひびき工場 福岡県北九州市若松区響町1丁目1-8

（2024年に拡大予定）

環境資源開発事業本部 東京都港区虎ノ門１丁目2-8  虎ノ門琴平ﾀﾜｰ 19F

新潟工場 新潟県新潟市北区島見町2386-8

ひたちなか工場 茨城県ひたちなか市山崎88

袖ヶ浦工場 千葉県袖ヶ浦市南袖9-3

岡崎工場 愛知県岡崎市下青野町字川原崎18-1

鈴鹿工場 三重県鈴鹿市御薗町鎌田3600-33

（2025年に拡大予定）

日野工場 滋賀県蒲生郡日野町大字奥之池渡り山565-13

姫路工場 兵庫県姫路市網干区浜田1223-27

笠岡工場 岡山県笠岡市港町1-26

広島工場 広島県廿日市市峠245-58



６．実施体制とその役割・責任・権限
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エコアクション２１実施体制図（2022.10.13）

代表者 ・環境経営に関する統括責任

（環境管理責任者） ・環境経営システム実施体制構築、環境経営資源(人･モノ･資金･情報)を用意

・環境管理責任者・内部監査委員長を任命

・代表者による全体の評価と見直しを実施

・環境経営方針の策定・実施体制の構築及び見直し。全従業員へ周知

・環境経営レポート承認

・経営における課題とチャンスを整理し、明確にする

環境管理責任者 ・環境経営システムを構築・運用する

・環境経営目標及び環境経営計画を作成

・環境活動の取り組み結果を代表者へ報告

・環境経営レポートのチェック

内部環境監査チーム ・環境に関する内部監査の計画

・環境に関する内部監査の実施・報告

環境推進事務局 ・エコアクション推進の事務局

・環境経営目標・環境経営計画/実績表の作成

・環境関連の外部コミュニケーションの窓口

・環境経営レポート作成

(各工場） ・自部門における環境経営システムの実施

・環境経営目標及び環境経営計画の実施、その達成状況の報告

・環境活動におけるチェックリストの記録・運用管理

・自部門の問題点の発見・是正・予防処置

環境推進委員会 ・計画書・手順書の作成及び管理

・環境経営方針への理解と取組への自覚

・従業員に対する環境教育の実施

・問題点の発見・是正・予防処置

全従業員 ・環境経営方針を理解し、環境への取組の重要性を自覚

・環境経営システムの自主参加

役割・責任・権限

推進委員 推進委員

44名 49名

工場長

太田工場 真岡工場

工場長

内部環境監査チーム

環境推進事務局

環境推進委員会

代表者

代表取締役 宗政 寛

(代行 武井 秀樹)

環境管理責任者

本部長 武井 秀樹

真岡工場太田工場



７．環境経営方針
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８．環境経営目標
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基準値

2019年度 2022年度 2023年度 2024年度

電力使用量 基準値に対し 1.0%削減 基準値に対し 1.1%削減 基準値に対し 1.2%削減

2,117,129kWh 0.441 2,095,958kWh以下 2,093,841kWh以下 2,091,723kWh以下

軽油（重機） 基準値に対し 1.0%削減 基準値に対し 1.5%削減 基準値に対し 2.0%削減

90,392L 2.58 89,488L以下 89,036L以下 88,584L以下

軽油（収集運搬車両） 基準値に対し 1.0%削減 基準値に対し 1.5%削減 基準値に対し 2.0%削減

7,122L 2.58 7,051L以下 7,015L以下 6,980L以下

ガソリン 基準値に対し 1.0%削減 基準値に対し 1.5%削減 基準値に対し 2.0%削減

4,077L 2.32 4,036L以下 4,016L以下 3,995L以下

1,194,698kg-CO2 1,182,751kg-CO2 1,180,512kg-CO2 1,178,273kg-CO2

リサイクル率 基準値に対し 0.2%増加 基準値に対し 0.2%増加 基準値に対し 0.2%増加

74.1% 74.3%以上 74.5%以上 74.7%以上

水道使用量 基準値に対し 0.5%削減 基準値に対し 0.5%削減 基準値に対し 0.5%削減

2,633m3 2,620m3以下 2,620m3以下 2,620m3以下

化学物質使用量 基準値を維持 基準値を維持 基準値を維持

0kg 0kg以下 0kg以下 0kg以下

情報配信数 基準値に対し 1件増加 基準値に対し 2件増加 基準値に対し 3件増加

6件以上 7件以上 8件以上 9件以上

電力使用量 基準値に対し 1.0%削減 基準値に対し 1.1%削減 基準値に対し 1.2%削減

2,104,987kWh 0.441 2,083,937kWh以下 2,081,832kWh以下 2,079,727kWh以下

軽油（重機） 基準値に対し 1.0%削減 基準値に対し 1.5%削減 基準値に対し 2.0%削減

150,168L 2.58 148,667L以下 147,916L以下 147,165L以下

軽油（収集運搬車両） 基準値に対し 1.0%削減 基準値に対し 1.5%削減 基準値に対し 2.0%削減

7,915L 2.58 7,836L以下 7,796L以下 7,757L以下

ガソリン 基準値に対し 1.0%削減 基準値に対し 1.5%削減 基準値に対し 2.0%削減

4,500L 2.32 4,455L以下 4,432L以下 4,410L以下

1,346,594kg-CO2 1,333,128kg-CO2 1,330,108kg-CO2 1,327,089kg-CO2

リサイクル率 基準値に対し 0.2%増加 基準値に対し 0.2%増加 基準値に対し 0.2%増加

92.1% 92.3%以上 92.5%以上 92.7%以上

水道使用量 - - -

- - - -

化学物質使用量 基準値を維持 基準値を維持 基準値を維持

0kg 0kg以下 0kg以下 0kg以下

情報配信数 基準値に対し 1件増加 基準値に対し 2件増加 基準値に対し 3件増加

6件以上 7件以上 8件以上 9件以上

※電力のCO2排出係数は令和4年1月7日環境省公表（令和2年実績）の東京電力エナジーパートナー(株)排出後調整係数

※LPGガスは少量で割合が低いため目標・計画から除いております。

4

お客様への

情報配信

二酸化炭素排出量の削

減

CO2

排出係数

年度目標

電力使用量

の削減

化石燃料使

用量の削減

環境経営

目標項目

水使用量の削減

環境経営

方針項目等
No

太

田

2 廃棄物排出量の削減

3 水使用量の削減

4 化学物質使用量の管理

製品の環境性能向上及

びサービスの改善

お客様への

情報配信
5

1

CO2総量計

再資源化量

の向上

真

岡

1
二酸化炭素排出量の削

減

電力使用量

の削減

化石燃料使

用量の削減

廃棄物排出量の削減
再資源化量

の向上

化学物質使用量の管理

5
製品の環境性能向上及

びサービスの改善

CO2総量計

2

3



９．環境経営目標の実績と評価
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基準値 目標 実績

2019年度 2022年度(4～6月) 2022年度(4～6月)

電力使用量 基準値に対し 1.0%削減 目標に対し3.2%増加

2,117,129kWh 0.441 550,070kWh以下 568,078kWh以下

軽油（重機） 基準値に対し 1.0%削減 目標に対し10.1%増加

90,392L 2.58 22,866L以下 25,184L以下

軽油（収集運搬車両） 基準値に対し 1.0%削減 目標に対し1445.6%増加

7,122L 2.58 217L以下 3,348L以下

ガソリン 基準値に対し 1.0%削減 目標に対し76.7%増加

4,077L 2.32 667L以下 1,178L以下

1,194,698kg-CO2 303,681kg-CO2 326,867kg-CO2

リサイクル率 基準値に対し 0.2%増加 目標に対し12.3%増加

74.1% 72.7%以上 85.0%以上

水道使用量 基準値に対し 0.5%削減 目標に対し22.6%増加

2,633㎥ 411㎥以下 504㎥以下

化学物質使用量 基準値を維持 基準値を維持

0kg 0kg以下 0kg以下

情報配信数 基準値に対し 1件増加 目標に対し1件増加

6件以上 1件以上 2件以上

電力使用量 基準値に対し 1.0%削減 目標に対し17.5%削減

2,104,987kWh 0.441 594,325kWh以下 490,175kWh以下

軽油（重機） 基準値に対し 1.0%削減 目標に対し6%増加

150,168L 2.58 34,636L以下 36,728L以下

軽油（収集運搬車両） 基準値に対し 1.0%削減 目標に対し53.2%増加

7,915L 2.58 1,724L以下 2,641L以下

ガソリン 基準値に対し 1.0%削減 目標に対し7.7%増加

4,500L 2.32 809L以下 872L以下

1,346,594kg-CO2 357,783kg-CO2 319,761kg-CO2

リサイクル率 基準値に対し 0.2%増加 目標に対し2.9%増加

92.1% 91.1%以上 94.1%以上

水道使用量 - -

- - -

化学物質使用量 基準値を維持 基準値を維持

0kg 0kg以下 0kg以下

情報配信数 基準値に対し 1件増加 目標に対し1件増加

6件以上 1件以上 2件以上

※電力のCO2排出係数は令和4年1月7日環境省公表（令和2年実績）の東京電力エナジーパートナー(株)排出後調整係数

※LPGガスは少量で割合が低いため目標・計画から除いております。

〇

〇

〇

〇

×

×

×

〇

〇

〇

×

×

〇

×

×

×

〇

×

太

田

1
二酸化炭素排出量の削

減

水使用量の削減

4 化学物質使用量の管理

5
製品の環境性能向上及

びサービスの改善

お客様への情

報配信

3

電力使用量の

削減

化石燃料使用

量の削減

CO2総量計

2 廃棄物排出量の削減
再資源化量の

向上

真

岡

1
二酸化炭素排出量の削

減

電力使用量の

削減

化石燃料使用

量の削減

CO2総量計

2 廃棄物排出量の削減
再資源化量の

向上

3 水使用量の削減

4 化学物質使用量の管理

5
製品の環境性能向上及

びサービスの改善

お客様への情

報配信

評価No
環境経営

方針項目等

環境経営

目標項目

CO2

排出係数



10．環境経営計画取組み結果、次年度の取組内容

15

生産設備の適正管理 〇 継続

照明器具の見直し（LED照明等） 〇 継続

空調温度設定を季節に応じて調整 〇 継続

残業時の不要な照明の消灯 〇 継続

急加速・急停車の防止 〇 継続

定期点検・整備の実施 〇 継続

アイドリングストップ、エコドライブ 〇 継続

安全運転の徹底、車間距離の保持 〇 継続

アイドリングストップ、エコドライブ 〇 継続

安全運転の徹底、車間距離の保持 〇 継続

2 廃棄物排出量の削減 適正維持管理の徹底 〇 継続

3 節水の徹底 〇 継続

4 適正維持管理の徹底 〇 継続

5 「お知らせ」等の配信 〇 継続

生産設備の適正管理 〇 継続

照明器具の見直し（LED照明等） 〇 継続

空調温度設定を季節に応じて調整 〇 継続

残業時の不要な照明の消灯 〇 継続

急加速・急停車の防止 〇 継続

定期点検・整備の実施 〇 継続

アイドリングストップ、エコドライブ 〇 継続

安全運転の徹底、車間距離の保持 〇 継続

アイドリングストップ、エコドライブ 〇 継続

安全運転の徹底、車間距離の保持 〇 継続

2 廃棄物排出量の削減 適正維持管理の徹底 〇 継続

3 - - -

4 適正維持管理の徹底 〇 継続

5 「お知らせ」等の配信 〇 継続製品の環境性能向上及びサービスの改善

製品の環境性能向上及びサービスの改善

水使用量の削減

化学物質使用量の管理

真

岡

再資源化率の向上

1
二酸化炭素排出量の削

減

電力使用量の削減

化石燃料使用

量の削減

軽油（重機）

軽油（収集運搬車両）

ガソリン

ガソリン

電力使用量の削減

具体的取り組み内容

太

田

1
二酸化炭素排出量の削

減

化石燃料使用

量の削減

No
環境経営

方針項目等

環境経営

目標項目

再資源化率の向上

水使用量の削減

化学物質使用量の管理

評価 次年度

軽油（重機）

軽油（収集運搬車両）



11．環境関連法規の遵守評価と違反訴訟等の有無
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法規名 規制・規定内容 太田工場 真岡工場

廃棄物処理法 収集運搬業許可証の有効期限確認 適正 適正

処分業許可証の有効期限確認 適正 適正

処分業設置許可の確認 適正 適正

処理施設技術管理者の確認 適正 適正

廃棄物保管基準（周囲に囲い、流出防止、掲示板） 適正 適正

収集運搬を行う場合の基準（許可番号等の表示） 適正 適正

委託基準、委託契約書の記載事項 適正 適正

契約書等保存期間 適正 適正

産業廃棄物管理票（マニフェスト） 適正 適正

電子マニフェスト 適正 適正

帳簿の記載、備付と保存 適正 適正

産業廃棄物管理票交付等状況報告書の提出 適正 適正

実績報告書の提出 適正 適正

再委託の禁止 適正 適正

処理業者から処理困難の通知 適正 適正

委託者への処理困難通知制度 適正 適正

騒音規制法 指定区域の規制基準値を遵守する 適正 適正

振動規制法 指定区域の規制基準値を遵守する 適正 適正

下水道法 指定区域の規制基準値を遵守する 適正 適正

浄化槽法 指定区域の規制基準値を遵守する 適正 適正

労働安全衛生法 化学物質等における危険性等の確認 適正 適正

消防法 防火管理選任者の確認 適正 適正

消防用設備点検の確認 適正 適正

道路運送車両法 定期点検、車検の整備実施、記録 適正 適正

自動車リサイクル法 自動車リサイクル法に基づく引渡時の証明書等 適正 適正

リサイクル法 使用済みパソコンの廃棄確認 適正 適正

フロン排出抑制法 フロン排出抑制法に基づく点検 適正 適正

フロン排出抑制法に基づく引渡時の証明書等 適正 適正

家電リサイクル法 家電リサイクル法に基づく廃棄時の確認 適正 適正

小型家電リサイクル法 小型家電リサイクル法に基づく廃棄時の確認 適正 適正

なお、対象施設において関係当局による、違反・訴訟などの指摘事項はありません。



12．代表者による全体評価と見直しの結果
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1 環境負荷及び取組状況 ☑ 継続して取組みます

2 環境経営目標・経営計画実施状況 ☑ 継続して取組みます

3 環境関連法規等遵守状況 ☑ 継続して取組みます

4 エコアクション21実施体制 ☑ 継続して取組みます

5 苦情・要望 ☑ 該当事項なし

6 その他 ☑

1 環境経営方針 有 ・ 無

2 環境経営目標 有 ・ 無 購入電力の目標設定

3 環境経営計画 有 ・ 無

4 エコアクション21実施体制 有 ・ 無

5 環境関連法令 有 ・ 無

6 環境経営レポート 有 ・ 無

7 その他 有 ・ 無

代

表

者

に

よ

る

全

体

評

価

　2022年度からエコアクション21の取組みを開始し、初回（2022年4月から6月）の環

境経営レポートになります。

　まだまだ社内への定着はこれからですが、社内への周知に努めて参ります。

　環境資源開発事業本部における各工場の二酸化炭素排出量の約8割を電力が占めており

ます。電力使用量を削減するため、各工場へ自家消費太陽光発電追加設置しており、その

効果が今年度に出る予定です。

　また、物価高騰の影響を受けて、電力以外にも軽油等の消耗品も影響があり、環境経営

としてだけでなく、経済活動としても購入・使用の見直しを行っております。

　エコアクション２１については、実質的には次回（2022年4月～2023年3月）が初年

度となります。社内へ環境経営方針の趣旨を良く理解し、環境経営計画を着実に実践して

いきます。

2022年8月16日

見

直

し

関

連

状

況

項目 確認：（必要に応じて評価・コメント記載）

見

直

し

指

示

変更の必要性 「有」の場合指示事項等見直し項目


